
３Rシンポジウムinなごや 

“つなごう！「暮らしと産業の資源の環」”を開催しました。 

ご協力ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

シンポジウムは、メインゲストにタレントの大東めぐみさん、昨年に引き続き、司会、鼎談
ていだん

と大奮闘の東海ラジオ

アナウンサー深谷里奈さん、産業界からは株式会社ユニーの百瀬規子さんと当協会環境対策委員会副委員長の水野良

夫さん、行政からは名古屋市環境局長加藤正嗣さん、そして、コーディネーターには３年連続、中日新聞論説委員の

飯尾歩さんという顔ぶれで進められました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
内容について、参加者の評価は、概ね、好評でした。シンポジウムにありがちな、淡々と報告、説明があり、あり

きたりな質問、意見交換で“おわり”ということでなく、説明途中でもパネラーから質問が出されるなど、斬新な感

じの応答であったと思います。特に、前半部分の鼎談では、さしもの飯尾さんも出番が無いくらい“女性陣のパワー”

に圧倒された感じでした。このように、企画内容、進行はまずまずであったと評価できます。 
 
尚、反省点は特に事務局側に多く、皆さまにお詫びいたしますとともに、次回への教訓としたいと思います。主な

反省点は次のとおりです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本シンポジウムは、建設業の社会貢献活動の一環として、“ごみと

産業廃棄物”を主テーマに岡崎市、豊田市につづき、３年目の区切

りとして、名古屋市内で開催したものです。 
 
今回は、準備が遅れ気味、中区役所ホールという大きな会場など、

参加者の多寡が大いに不安でした。しかし、会員はじめ多くの皆さ

まのご協力により、開催日前日には募集定員 300 名をはるかに越え

る 400 名近くの参加者が見込まれ、当日の参加者整理に頭を悩ませ

る一幕もありました。結果的に３５０余名の参加者に落ち着き、盛

況裏に進めることができました。 
特に、今回はなごや環境大学の共催でもあり、約３分の１が一般

市民、学生などの参加であったことは評価できるものと思われます。

 

 計画準備の立ち上げが遅かったこと。 
 共催者間の調整不足から、参加者数を確実に把握できなかったこと。

 一部、共催団体の協力を十分得られなかったこと。 
 当日の役割分担があまり機能しなかったこと。 
 当日来場者の一部の方の参加をお断りしたこと。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中日新聞（愛知県内版） 

２１．２．２４ 

建設通信新聞 

２１．２．２４ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

建通新聞 

２１．２．２５ 

建設工業新聞 

２１．２．２５ 


